
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊豊川川市市地地球球温温暖暖化化対対策策実実行行計計画画（（区区域域施施策策編編））（（案案））  概概要要版版  

１１  地地球球温温暖暖化化のの現現況況  

２２  計計画画策策定定のの趣趣旨旨  

３３  計計画画期期間間・・本本計計画画のの対対象象  

４４  豊豊川川市市ににおおけけるる温温室室効効果果ガガスス排排出出量量  

５５  豊豊川川市市のの温温室室効効果果ガガスス削削減減目目標標  

出典：気象庁「気候変動監視レポート 2013」 
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日本における年平均気温の経年変化（1898～2013 年）  産業革命以降、化石燃料の使用が急激に増えた

結果、大気中の二酸化炭素濃度が増加しました。

地球温暖化は、二酸化炭素などの温室効果ガスの

濃度が増加することによって引き起こされます。 

 平成 25 年（2013 年）年 9 月に公表された「気

候変動に関する政府間パネル（IPCC）」の第 5 次

評価報告書によると、将来の気候変動について、

今世紀末における世界の平均気温の上昇は 0.3～

4.8℃、世界の平均海面水位の上昇は 26～82cm

と予測されています。世界の平均気温の上昇によ

り、極端な高温や降水などによる気象災害が頻繁

に発生する可能性が非常に高いとされています。 

 「地球温暖化対策の推進に関する法律

（温対法）」第 20 条第 2 項において、市

町村は、その区域の自然的社会的条件に応

じて、温室効果ガスの排出抑制のための総

合的かつ計画的な施策を策定し、実施する

よう努めるものとするとされています。 

 本計画は、「温対法」に基づく「地方公

共団体実行計画（区域施策編）」として策

定するものであるとともに、「豊川市環境

基本計画」に掲げる地球温暖化対策を具体

化し、取り組みを推進するための計画とし

て策定するものです。 

 本計画の計画期間は、国における短期的な目標

年を参考に、平成 27 年度（2015 年度）から平

成 32 年度（2020 年度）の 6 年間とします。 

 なお、温室効果ガスの排出削減は、長期的な展

望のもとで進められるべきものであるため、併せ

て中期目標年度を平成 42 年度（2030 年度）、

長期目標年度を平成 62 年度（2050 年度）とし

ます。 

 また、本計画の対象となる温室効果ガスは、エ

ネルギー起源二酸化炭素（CO2）排出量のほか、

行政が関与しうる範囲として廃棄物からの二酸化

炭素排出量を算定対象とします。 

 対象とする分野は、産業部門（製造業､建設業､

農林水産業）、民生家庭部門、民生業務部門、運輸

部門（自動車、鉄道）及び廃棄物部門（一般廃棄

物）とします。 

温室効果ガスの削減目標年度 

 本計画の目標年度   

基準年度 短期目標 中期目標 長期目標 

平成 17 年度 

（2005 年度） 

平成 32 年度 

（2020 年度） 

平成 42 年度 

（2030 年度） 

平成 62 年度 

（2050 年度） 

 
地方公共団体の規模に応じた把握対象 

ガス種 部門・分野 
都道府県 
政令市 

中核市 
特例市 

その他の 
市区町村 

エネルギー
起源 CO2 

産業（製造業､建設業､鉱業､
農林水産業） 

◎ ◎ ◎ 

民生（家庭､業務） ◎ ◎ ◎ 
運輸（自動車､鉄道､船舶） ◎ ◎ ◎ 
運輸（航空） ◎ － － 

エネルギー
起源 CO2 

以外の温室
効果ガス 

工業プロセス ◎ ◎ △ 
廃棄物（一般廃棄物､産業
廃棄物） 

◎ ◎ ◎ 

農業 ◎ ◎ △ 
代替フロン等３ガス ◎ △ △ 

◎：原則として把握対象とすべき 
△：可能な範囲があれば把握対象とすることを推奨 
出典：「地方公共団体における地球温暖化対策の計画的な推進のための手引き」（平成 26 年環境省） 

 豊川市における現状の温室効果ガス排出量は、

基準年度と比較すると、産業部門で４割程度減少

しており、これが豊川市全体の排出量の減少に大

きく影響しています。 

 また、自動車からの排出量については、トラッ

クの減少、自家用車の小型化などにより約 2 割減

少しています。 

 一方、民生業務部門では約 5%増加しています。 

 愛知県及び全国と比較すると、豊川市では、二

酸化炭素排出量のうち産業部門の占める割合が約

半分を占め、全国平均（約 33%）と比較すると、

産業部門の影響が大きい特徴があります。 

 ついで運輸部門が多く、自動車の関与が大きく

なっています。 

32.8%

21.3%

17.7%

5.3%
6.9%

15.9%

出典：日本の温室効果ガス排出量の算定結果,平成 24 年度（2012 年度）温室効果ガス排出量確定値（環境省ホームページより） 
   愛知県における温室効果ガス排出量, 平成 22 年度（2010 年度）排出量（愛知県ホームページより） 

48.2%

13.3%

1.2%

15.8%

21.5%

53.1%
12.9%

15.5%

3.3%

11.9%

3.3%

豊川市 
1,517 
千 t-CO2 

愛知県 
72,593 
千 t-CO2 

全国 
1,276 

百万 t-CO2 

  産業部門   民生家庭部門   民生業務部門   運輸部門  エネルギー転換  非エネルギー起源 CO2 

 平成 32 年度（2020 年度）の温室効果ガス排出量について、今後市民や事業所において、温室効果ガス削

減の対策が積極的に取り組まれると想定した場合の削減量の積み上げを行ったところ、基準年度の排出量に対し

て約 30%の削減が見込まれました。 

 これを基に、豊川市の温室効果ガス削減目標を以下のように設定します。 

 短期目標 温室効果ガス削減対策を積極的

に推進するための目標として、基準年度比

30%削減とします。 
 

 長期目標 国の第４次環境基本計画に掲げ

られた温室効果ガス排出削減目標「2050

年までに 80％削減」を踏まえて、豊川市

においても基準年度比 80%削減をめざす

こととします。 
 

 中期目標 短期目標を踏まえ、長期目標に

至る過程を想定した際の目安として、基準

年度比 45%削減をめざすこととします。 

豊川市環境基本条例 第６次豊川市総合計画（策定中） 

豊川市地球温暖化対策 

実行計画（区域施策編） 
整合 

●豊川市役所地球温暖化対策実行計画 
 

●豊川市一般廃棄物処理基本計画 

●豊川市都市計画マスタープラン 

●豊川市地域公共交通総合連携計画 

●豊川市緑の基本計画 

 …等 

豊川市環境基本計画 

本計画の位置付け 

基準 

年度比 

基準年度 
平成 17年度 

(2005年度) 

現状 
平成24年度 

(2012年度) 

短期目標 
平成32年度 

(2020年度) 

中期目標 
平成42年度 

(2030年度) 

長期目標 
平成62年度 

(2050年度) 

-18% 
-25% 

---333000%%%   

対
策
を
行
わ
な
い
場
合 

対
策
を
行
う
場
合 

---444555%%%   

---888000%%%   

温室効果ガス削減目標 

産業;

117
産業; 73

家庭; 24

家庭; 24

業務; 19

業務; 20

運輸, 40

運輸, 33

廃棄物; 2

廃棄物; 2

0

50

100

150

200

250

基準年度 現状

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
（

万
ｔ

-C
O

2
） 計:202

計:152

※グラフ中の数字は、四捨五入のため合計値が合わないことがあります。 

平成 17 年度 
（2005 年度） 

平成 24 年度 
（2012 年度） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６  豊豊川川市市がが取取りり組組むむ温温室室効効果果ガガスス排排出出抑抑制制策策  

７７  計計画画のの推推進進体体制制とと進進捗捗管管理理  

 豊川市環境基本計画では、「環境行動都市 とよかわ ～次世代に誇れるまちをつくろう～」という将来像をめ

ざして、５つの環境像の実現のための目標を設定し、取り組みを進めています。 

 本計画においても、この目標を共有することとし、以下のような体系的な考え方で、対策・施策を推進する

こととします。 

省エネ相談、省エネ診断 

(1) 省エネ機器の導入及び建物の断熱化 

住宅、事業所建物の断熱化 

省エネ型機器等の導入促進 

ＥＳＣＯ事業 

(2) エネルギー消費状況の把握 

見える化機器、環境家計簿 

環境マネジメントシステム 

省エネ行動の励行 

(3) 再生可能エネルギー等の利用促進 

再生可能エネルギーの普及促進 

公有地、公共施設における再生可能
エネルギー等の有効利用 

(1) 低公害車の導入促進 

(2) 公共交通・自転車の利用促進 

(3) エコドライブの推進 

(1) 緑地の保全・適正管理 

(2) 緑のカーテンの推進 

(1) 3R（リユース、リデュース、リサイクル）の推進 

(2) ごみを増やさない買物行動 

(1) 市民活動の推進 

(2) 環境情報の共有 

(3) 環境学習 

エエエネネネルルルギギギーーーををを大大大切切切にににしししよよよううう   
市民・事業所の 

おもな取組み 

豊川市の 

おもな施策 

①省エネ診断・省エネ相談などを利用

し、省エネ対策に取り組みます。 

②新・増改築時には、高気密・高断熱

建築を心がけます。 

③環境に配慮した製品、省エネルギー

機器の導入等をすすめます。 

④工場等の新・増改築時に ESCO 事

業を導入し、省エネを心がけます。 

①省エネ診断(うちエコ診断)の実施 

②高断熱住宅やエコ住宅の普及啓発 

③省エネ設備等に関する助成制度検討 

④環境に配慮したまちづくりや家づ

くりに関する啓発 

⑤公共施設における燃料電池の導入

検討 

⑥ESCO 事業に関する普及・啓発 

①環境家計簿、電気の使用状況の見え

る化、エネルギーマネジメントシス

テム(HEMS･BEMS･FEMS)を導

入したエネルギー使用の最適化に

取組みます。 

②ISO14001 など環境マネジメント

システムの導入を推進します。 

③日常生活･業務での省エネ行動に取

組みます。 

④地元の農産物や物品を優先して購

入します。 

①環境家計簿の普及 

②ワットモニターの貸出 

③エネルギーマネジメントシステム

の導入を推進するための助成 

④ISO14001 など環境マネジメント

システムに関する情報提供 

⑤家庭や事業所における省エネルギ

ーの取組等を啓発 

⑥豊川版「エコポイント」（仮称）制

度の検討 

①太陽光発電システムや太陽熱高度

利用システムの設置を進めます。 

②施設におけるコージェネレーショ

ンシステムの導入を進めます。 

①住宅用太陽光発電システムの設置

に対する助成制度 

②太陽熱高度利用システムや家庭用

電池設置に対する情報提供 

③公共施設、遊休地を活用した太陽光

発電システムの導入 

④清掃工場における発電や廃熱利用 

⑤再生可能エネルギーに関する情報

収集・研究。 

⑥未利用地における発電事業者の誘致 

車車車ののの使使使いいい方方方ををを考考考えええよよよううう   
市民・事業所の 

おもな取組み 

豊川市の 

おもな施策 

①買換え時には低公害車やプラグイ

ンハイブリット車・電気自動車・燃

料電池車を選択します。 

②自動車を適正に整備します。 

③公共交通機関や自転車を積極的に

利用し、自動車の使用を控えます。 

④従業員の通勤において、公共交通機

関や自転車の利用を促します。 

⑤通勤送迎バスの導入を検討します。 

⑥自動車を運転する際に、エコドライ

ブを心がけます。 

⑦共同輸送システムなど物流の合理化を

図り、車両走行量を削減します。 

①公用車における低公害車率先導入 

②プラグインハイブリット車・電気自動

車・燃料電池車購入に対する助成制度 

③電気自動車・プラグインハイブリッ

ド用充電設備の導入促進 

④バス運行の維持・拡大 

⑤パーク＆ライド駐車場、サイクル＆

ライド駐輪場の整備検討 

⑥バスロケーションシステム、主要バ

ス停の上屋・ベンチの整備検討 

⑦公共交通機関・自転車の利用の啓発 

⑧自転車利用者に安全でやさしい道

路整備の検討 

⑨バイパスや交差点改良などの道路

整備による渋滞緩和 

⑩エコドライブの啓発 

まままちちちををを涼涼涼しししくくくしししよよよううう   市民・事業所の 

おもな取組み 

豊川市の 

おもな施策 

①生垣、庭やベランダ、壁面、屋上な

ど、敷地内の緑化を進めます。 

②ビオトープ作りなどに取組みます。 

③開発事業を実施するにあたっては、

適正な緑地の保全に努めます。 

④アダプトプログラムに参加します。 

⑤緑のカーテンを設置し、冷房の使用

削減に取り組みます。 

⑥残り水を利用した打ち水を実施し

ます。 

①緑の基本計画等に基づく緑の整備 

②街路樹の植栽を推進 

③ビオトープ作りなどの支援 

④アダプトプログラムなど、市民の協

力により緑を増やす施策の展開 

⑤ヒートアイランド対策の啓発 

⑥開発事業に対する環境保全上の指導 

⑦公共施設に緑のカーテンを設置 

⑧緑のカーテンコンテストの実施 

⑨緑のカーテンの普及促進 

ゴゴゴミミミををを減減減らららしししてててリリリサササイイイクククルルルしししよよよううう   

みみみんんんなななででで考考考えええ、、、行行行動動動しししよよよううう   

市民・事業所の 

おもな取組み 

豊川市の 

おもな施策 

①修理して長く使う、再生利用可能な

商品を選ぶなど心がけます。 

②再使用可能品の販売を推進します。 

③事務用品の使用抑制、容器包装の減量、

リサイクル製品の活用を進めます。 

④廃食用油、食品残渣、刈草、剪定枝

のリサイクルに取り組みます。 

⑤事業のゼロ・エミッションを目指します。 

⑥量り売りなどを利用し無駄買いを

控えます。 

⑦レジ袋の抑制、簡易包装に協力します。 

⑧詰め替え製品を利用します。 

⑨リサイクル推進協力店等を利用します。 

①刈草・剪定枝の堆肥化施設の整備 

②回収資源の選別施設等の整備 

③良質な粗大ごみの提供制度 

④廃食用油、食品残渣、家畜糞尿のリ

サイクルの支援 

⑤容器等回収の取り組みの支援 

⑥容器包装廃棄物の減量・再生資源化 

⑦再生利用可能な製品や詰替え製品

の利用、無駄買いの抑制、レジ袋の

抑制等を推進するための啓発 

⑧ごみ減量推進員制度の制定 

⑨事業のゼロ・エミッションの啓発 

⑩デポジット制度の啓発 

⑪リサイクル推進協力店認定制度等 

市民・事業所の 

おもな取組み 

豊川市の 

おもな施策 

①NPO やボランティア団体の環境保

全活動へ参加、支援します。 

②環境に関する情報収集を行います。 

③環境活動内容などを市に提供します。 

④環境に配慮した消費活動やライフ

スタイルに移行します。 

⑤豊川版エコポイント制度を活用します。 

⑥環境教育施設や環境学習施設を積

極的に活用します。 

⑦従業員に対する環境教育を進めます。 

①環境保全活動を行う市民や市民団

体のネットワーク形成の支援 

②環境活動に積極的な団体･事業所の紹介 

③環境保全活動の指導者の育成 

④NPO・ボランティア団体への情報提供 

⑤環境情報、助成制度等の情報提供 

⑥環境講座、環境イベントの充実 

⑦環境に配慮した消費活動やライフスタ

イル、まちづくり、家づくりの啓発 

⑧環境学習リーダーの養成 

⑨学校教育における環境学習、環境教育 

⑩豊川版エコポイント制度の検討 

 温室効果ガス削減目標の達成をめざし、

本計画の施策や行動を、市・市民・事業者

が、それぞれの役割分担と責任のもとで相

互に協力しながら推進します。 

 本計画を着実に推進するために、PDCA

サイクルによる継続的な推進と改善を図

り、本計画の進行管理を行います。 
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